
　　　　P一クロルニトロベンゼンの分解度試験成績報告書

1．　試験期間　　　昭和50年桝月2．2日～昭和’0年’月／7日

2．　試　料　名　　　P一クロルニトロベンゼン（試料姦K－75’）

　　分子式　C6E4C伽02

　　　　　　　　　　　　　パ優

　　構造式

　　　　　　　　　　　　　αL

3．　試験方法及び条件

　　　環保業第5号

灘霧降一一…
　　　　ただし　試料濃度　30ppnに対し汚泥濃度　30pp皿及び！00p圃

　3．■　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　3．2　酸素消費量測定

　　　　　3．■の記録による

　3．3　生分解試験後の直接定量法

　　ra）　使用分析機器

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

　　　　　紫外可視自記分光光度計

（b）

分析試料の前処理

　　1試験洲
　　　　　　←クロロホルム　90mJ

　　　　　　。抽出（振とう　1∫分間）

壷 クロロホルム層t

（c）

・！00mJ定容

　　　　　　。5’mJ分取　　　・’mJ分取

　　　　　　・／0倍希釈　　　←内標準（ヘギサク・ルベンゼソ）

　　　　　　　　　　　　　　　1000ppm！mJ
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分析条件

　ガスクロマトグラフ（〔｝C）検出器F工D

　　キャリアガス　　N2

　　充て夕剤　205PEG一・zOMクロモソルグw

　　ガラスカラム　　2mmφ×2m

　　カラム温度　　　！20℃～150℃　昇温速度　！2分間保持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3℃／min

　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　波　長240nm～370nm
　　スリット幅　　　　4nm

　　使用セル　　石英セル　／0㎜×ノ0皿



生試験結果｛亀 汚泥濃度30PI皿

汚泥濃度100ppm

試料濃度30ppm

試料濃度　30P碑

分解度（多） 付　図 付　表
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　　　ク一口メーターの酸素吸収曲線の気圧変化による乱れが多く

　　これによる分解度の値は参考値として考慮していただきたい。

　　　！4日後酸素吸収曲線も少し変化しつつあったのでしばらく

　　追尾したが変化が左いため分析にふみきった。
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